
１年【生活科】 
１学期 

はなややさいをそだてよう 

①② （１６時間） 

２年【生活科】 

やさいのひみつ 

はっけんたい（１６時間） 

第１学年 生活科学習指導案 

                            場所  １年教室 

                                 指導者 教諭 寺田 美咲 

 

１ 単元名  さいばい：はなややさいをそだてよう③（大日本図書 たのしいせいかつ上） 

 

２ 単元について 

（１）本単元のねらい 

本単元は、主に学習指導要領の内容（５）「季節の変化と生活」、（７）「動植物の飼育・栽培」

の２内容で構成されている。内容（５）では、身近な自然に触れ合う体験を通して、四季の変

化や季節によって生活の様子が変わることに気付き、自分たちの生活を楽しくできることを目

指している。内容（７）では、継続的な栽培活動を通して、植物の成長の様子に関心をもつこ

とで、植物が生命をもち成長していることに気付き、生き物への親しみをもって大切に育てる

姿を期待している。 

本単元では、５月から栽培しているアサガオの種取りとサツマイモの収穫を行う。児童にと

って大切に世話を続けてきた花や野菜の種取り・収穫は、植物がもつ生命に気付き、世話をや

り通した自分の成長を感じる活動である。また、野菜の成長の過程に目を向けて世話をしたり、

秋に植える野菜について考えたりする活動を行うことで、野菜の生育条件や成長の仕方と季節

の関係にも気付くことができる。 

本単元の学習により、野菜への親しみをもったり、自分が育てた野菜を友達と楽しく実食し

たりする経験を充実させることができる、第１学年の食に関する指導目標である、「食べ物に興

味・関心をもつこと」、「嫌いな食べ物でも親しみをもつこと」、「食べ物の名前が分かること」

などの指導目標を達成するきっかけになると考える。本単元の学びを、進級したときの自分の

栽培活動等に生かしたり、１年生に教えたりという学びへと発展させるためにも、２年間を見

通した学習計画を立てていく。 

 

（２）本単元に関わる系統及び食に視点をおいた関連教科等は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

本単元１年【生活科】 

「さいばい：はなややさいを 

そだてよう③」（１１時間） 

【給食の時間】食育タイム 
・地場産物、地産池消 
・食べ物のはたらき 

【日常指導】 
・食育ボードの記入 
・食育チェック表の活用 

【家庭との連携】 

・持ち帰った野菜の調理 
 

【学級活動】 
・朝ごはんを食べよう 
・楽しく食べるための約束 

【教科との関連】 

・国語「大きなかぶ」 

・図工「どんなおいもかな」 
・図工「いものつるリース」 

本単元の食に視点をおいた 

関連教科及び内容 



（３）児童の実態（５人）                                       （人） 

生
活
科
に
関
す
る
児
童
の
実
態 

質問事項 回答 

今まで野菜を育てたことがありますか。 はい ５、いいえ ０ 

野菜を育てるのは好きですか。 はい ５、いいえ ０ 

苦手な食べ物はありますか。 
ない １、少しある １、 

たくさんある ３ 

どんな食べ物が苦手ですか。 
ナス、ピーマン、ショウガ、あんこ、レ
ンコン、ゴボウ、ゴーヤ、キャベツ 

食
育
に
関
す
る
児
童
の
実
態 

【心身の健康】 

苦手な食べ物が食事に出たらどうしますか。 

食べる ３、ときどき残す ２ 

いつも残す ０ 

【食事の重要性】 

食べたことのない食べ物が食事に出てきたら

どうしますか。 

食べない ０、 

大人に聞いた後、食べるか考える ３ 

わからないまま食べる ２ 

【感謝の心】 

なぜ食事をするとき、「いただきます」と「ご

ちそうさま」を言うと思いますか。 

野菜を育ててくれた人に言うため １ 

食べ物に感謝するため １ 

わからない ３ 

これまでの学習の様子やアンケートの結果から、保育園で野菜の栽培を経験してきている児

童が多い。そのため、これまでの経験を生かして世話をしようとする姿が見られ、野菜の世話

に意欲的に取り組んでいる。しかし、苦手な食べ物として野菜を挙げている児童が多く、食事

に苦手な食べ物が出たときは「ときどき残す」と答えている児童が２名で、「食べる」と答えた

児童も「嫌々ながら飲み込んで食べる」と答えた。給食の様子を見ると、食べたことがない料

理が出てきたときにも、「嫌い、食べたくない」と答える児童が多く、食の知識や経験の不足が

好き嫌いに影響している様子が見られた。食事のときの挨拶に関しては、感謝の思いをもって

食事の挨拶をしている児童がいる一方、よく分からず行っている児童もいる。 

 

（４）本校の研究における指導に関して 

視点１… 子どもが食について考え、自分の生活を見つめることができる授業づくりや日常 

における指導と意図的な体験活動の設定 

ア 給食の時間の食育タイムを通して、児童の苦手な食材や知らない食材を中心に

紹介し、調理の仕方や食感、味に着目して食べさせることで、食べ物への興味・

関心をもたせ、嫌いな食べ物でも親しみをもつことができるようにする。【食事の

重要性・心身の健康】 

視点２… 学校での学びを家庭や地域で生かすことのできる場の設定 

      ア 収穫した野菜の栽培・調理に携わってくれた人々を招待して会食を行うことで、

みんなと協力して食事を用意して食べることのよさを実感させるとともに、感謝

の心をもって食事することができるようにする。【社会性・感謝の心】 

イ 学校で育てた野菜を自宅に持ち帰り家族と一緒に食べることで、栽培活動の達

成感を味わったり、食事の楽しさに気付いたりできるようにする。そして、家庭

に持ち帰った野菜をどのように食べたのか学校で友達に伝え合う活動を行い、素

材を生かした野菜のいろいろな食べ方を知る。【食事の重要性】 

 



（５）指導上の留意点 

○野菜の世話の仕方を調べさせたり、世話や観察カードの記入をさせたりすることで、世話を

続けてきたことを振り返りやすくし、野菜への愛着をもてるようにする。 

○秋まきの野菜を育てる際に、１学期の栽培活動を通して苦手だった野菜を食べることができ

るようになった児童の感想を授業で取り上げ、苦手な野菜を育てたり食べたりすることへの

興味・関心をもてるようにする。 

○地域の人材に野菜の栽培や調理の仕方を教えてもらう場を設定することで、地域の方との関

わりを深めたり、地域の方への感謝の心をもったりできるようにする。 

＜人権教育の視点より＞ 

○みんなが気持ちよく学習をするためにルールやきまりを明確に示し、それらが大切であるこ

とを理解して活動できるようにする。 

○児童が、自分で調べたことや考えたことに有用感をもち、自信をもって意欲的に活動に取り

組めるように指導計画を工夫する。 

○児童が互いの意見や考え方の違いを受け止め、自分の意見を素直に伝えることができるよう

な雰囲気づくりをする。 

 

３ 単元の指導目標と評価規準 

（１）単元の指導目標 

  ○これまでに育ててきた野菜を収穫したり、秋植えの植物を植えたりして植物に親しんでいる。

（関心・意欲・態度） 

○野菜の育つ場所、変化や成長を考えながら世話の仕方を工夫し、野菜との関わりを自分なり

の方法で絵や文で表現している。（思考・表現） 

○生き物は、生命をもっていることや成長していることに気付いている。（気付き） 

 

（２）単元の評価規準 

生活への 

関心・意欲・態度 
活動や体験についての 

思考・表現 

身近な環境や自分についての 

気付き 

○身近な野菜に関心をもって

関わろうとしている。 

○身近な野菜に親しみをもち、

植物を大切にしようとして

いる。 

○野菜の変化や成長の様子に

関心をもちながら世話をし

ている。 

○野菜の育つ場所、変化や成長

について考えている。 

○野菜の様子に合わせて世話

の仕方を工夫している。 

○育ててきた野菜との関わり

を振り返り、自分なりの方法

で表現している。 

○野菜の変化や成長の様子に

気付いている。 

○野菜に合った世話の仕方が

あることに気付いている。 

○野菜は生命をもち、成長して

いることに気付いている。 

○世話をやり通した自分に気

付いている。 

 

 

 

 

 

 



４ 単元の指導計画及び評価計画（１１時間扱い） 

次 時 学習活動 指導上の留意点 
関 
意 
態 

思 
表 

気 
付 
き 

評価規準 

〈評価方法〉 
食育の視点 

１ 

１ 

・育ててきたア
サガオの種取
りをし、種の
形や色などに
ついて観察カ
ードに絵や文
で表現する。 

 
・アサガオの種
をプレゼント
する計画を立
てる。 

・できあがった観察
カードを春にまい
た種の観察カード
と比べさせる。 

 
 
 
 
・自分たちが２年生
から種をもらった
ときの気持ちを想
起させ、プレゼン
トする意欲を高め
させる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・春にまいた種と
同じ形や大きさ
の種が採れるこ
とに気付いてい
る。〈つぶやき・
記録〉 
 
 

・種をどうすれば
よいか考えてい
る。〈つぶやき・
記録〉 

 

２ 

・アサガオの種
を入れて保存
しておくため
の袋を作り、
プレゼントす
る準備をす
る。 

・思いや願いをもっ
て製作できるよう
に、もらった人が
喜ぶような工夫に
ついて話し合わせ
る。 

○   

・思いや願いを込
めて袋をつく
り、種をプレゼ
ントしようとし
ている。〈つぶや
き・作品〉 

 

２ 
 

３ 

・秋まきの野菜
を植える計画
を立てる。 

・春に植えて収穫し
た野菜の日記を参
考に、植え方や世
話の仕方について
考えさせる。 

  ○ 

・秋に種をまいた
り苗を植えたり
する植物がある
ことやそのまき
方・植え方・世
話の仕方などに
気付いている。
〈発言・記録〉 

・野菜には
旬がある
ことを知
ることが
できる。
【食品を
選択する
能力】 

４ 

・秋まきの野菜
を植える。 

・植えたときの気付
きや植えた野菜へ
の思いや願いを観
察カードに表記さ
せ、世話をしてい
くことへの意欲を
高めさせる。 

○   

・秋まきの植物に
関心をもち、世
話をしようとし
ている。〈つぶや
き・記録〉 

 

３ ５ 

・サツマイモの
育て方や食べ
方を「おいも
絵巻」にして、
新１年生に渡
す計画を立て
る。 

・伝えたい内容を考
えさせるととも
に、見通しをもっ
て活動できるよう
に、「おいも絵巻」
に見出しを書いて
掲示しておく。 

 ○  

・新１年生に伝え
たいことを考え
て、計画を立て
ている。〈つぶや
き・記録〉 

 



 
 

６ 

・土の中にでき
ているサツマ
イモを収穫
し、自然の不
思議さを体感
する。 

・植えたときの様子
とどう違うのか考
えさせる。 

  ○ 

・サツマイモを食
べることに関心
をもって収穫し
ようとしてい
る。〈行動・つぶ
やき〉 
 

７ 
本
時 

・地域の人から
サツマイモの
食べ方につい
て教えてもら
う。 

・ゲストティーチャ
ーから調理例を聞
き、多様な食べ方
を示すとともに、
疑問に思ったこと
や知りたいことを
質問できる場を設
定する。 

 ○  

・自分の食べてみ
たいサツマイモ
料理を考えるこ
とができる。 

〈ワークシート・
発言〉 

・地域に伝
わるサツ
マイモ料
理がある
ことに気
付くこと
が で き
る。【食文
化】 

８ 

・収穫したサツ
マイモを食べ
る、「おいもパ
ーティー」を
計画する。 

・サツマイモの栽培 
や調理に携わって
くれた人々の協力
に気付かせ、思い
や願いをもとにお
いもパーティーの
計画を立てること
ができるようにす
る。 

  ○ 

・長期間にわたる
世話の大切さ、
世話をやり通し
た自分の成長、
身近な人の協力
に気付いてい
る。〈つぶやき・
発言〉 
 

・栽培や調
理に携わ
ってくれ
た人々へ
の感謝の
気持ちを
もってい
る。【感謝
の心】 

９
10 

・ゲストティー
チャー（サツ
マイモの苗を
提供してくれ
た方や調理を
手伝ってくれ
た方）を招待
し、おいもパ
ーティーをす
る。 

・サツマイモの栽培 
に携わってくれた
人へ伝えたいこと
や感謝の気持ちを
自分なりの方法で
表現し伝えさせ
る。 

  ○ 

・ゲストティーチ
ャーや友達と調
理をしたり会食
したりする楽し
さに気付いてい
る。〈つぶやき・
記録〉 

 

・楽しい食
事を通し
て、相手
を思いや
る気持ち
をもつこ
とができ
る。 

【社会性】 
 

11 
 

・これまでの取
組を「おいも
絵巻」にまと
める。 

・サツマイモの苗植
えから会食までの
写真を用意してお
く。 

 ○   

・新１年生のため
につくるという
相手意識をもっ
てまとめようと
している。〈行
動・作品〉 

 

 



 

５ 本時の学習 

（１）目標 ゲストティーチャーからの情報などをもとにして、自分の食べてみたいサツマイモの料理
を考えることができる。（思考・表現）                            

（２）展開                       

過程 学習活動 指導上の留意点および評価 

導入 

（ 5） 

 

 

 

 

 

 

展開 

（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

（ 5） 

 

 

 

１ 前時でいもほりをしたときのことを振り返り、本時のめ
あてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

２ 自分たちが知っているサツマイモの料理を発表する。 

 

 

 

 

 

３ サツマイモを使った料理について知る。 

（１）ＶＴＲ（栄養教諭の解説）を視聴し、調理用語を知る。 
・焼く 

 ・蒸す 

 ・揚げるなど 

 

（２）サツマイモ料理についてＧＴ（ゲストティーチャー）
に教えてもらう。 

・芋ごはん 

・いきなり団子 

・スイートポテト 

    など 

 

 

４ サツマイモ料理を「自分の好きな食べ方」などのテーマ
ごとに順位付けをした「おいもランキング」をつくる。 

（１）おいもランキングをつくる。 

 ・自分の好きな食べ方ベスト３ 

 ・ＧＴおすすめベスト３   など 

（２）おいもランキングを発表する。 

（３）おいもランキングを見比べて分かったことや気付い 

たことを発表する。 

 

 

 

５ 本時を振り返り、次時の活動について知る。 

（１）振り返りをする。 

  

 

 

（２）次時の活動について 

  

 

 

 

 

 

 

○収穫したサツマイモを教室
に準備し、サツマイモを収
穫したときの思いを振り返
らせる。 

 

 

 

 

 

 

徹底指導(ポイント) 

○調理方法によって様々な言
葉（焼く・茹でる・炒めるな
ど）があることを知らせる。 

○料理の写真を掲示し、どの
ような料理があるのか理解
しやすくする。 

○ＧＴ（東陽町ヘルスメイト
３名）に質問する時間を設
定し、教えてもらったとき
にお礼を言ったり返事をし
たりするよう指導する。 

能動型学習(ポイント) 

○自分が考えたおいもランキ
ングを友達と伝え合う。 

評価（思考・表現） 

自分の食べてみたいサツマイ
モ料理を考えることができ
る。（ワークシート・発言） 

【Ｂ基準に達しない児童への支援】 

友達の考えを聞いて参考にさ
せる。 

 

○児童の発言から出たキーワ
ードを板書しておくこと
で、振り返りやすいように
しておく。 

 

○活動の流れをあらかじめ記
入した「おいも絵巻」を提
示して、今後の活動の見通
しをもたせる。 

 

サツマイモのおいしいりょうりをみつけよう。 

「蒸す」って言葉、どこか
で聞いたことがあるなあ。 

【家庭とのつながり】 

１学期に学級園で採れた野
菜を持ち帰り、家庭で調理し
てもらって食べている。 

保育園で焼き芋
をして食べたこと
があるよ。 

天ぷらにした
らおいしいよ。 

 おかずにも
お菓子にもな

るんだ。 

いろんな料理があるから、

どれを選ぶか迷ったよ。 

【学校給食との関連】 

サツマイモの食べ方が思
いつかない場合は、給食献立
表を見させて、サツマイモを
食べた経験を思い出させる。 

・いろいろな形のおいもがとれたよ。 
・たくさんとれてうれしかったよ。 
・早く食べてみたいな。 

 

友達と話し合ったりＧＴに相談したりして気付
いたことは○○です。 

・楽しいパーティーになるように話し合いたいな。 

・みんなが喜ぶおいもの食べ方を決めたいな。 


